
第２学年 算数科学習指導案 

３組 計 22 人（男子 14 人 女子８人）  

指導者  美 坂 史 朗  

１ 単   元  かけ算（３） 

２ 単元の目標 
乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ，それらを乗法九九の構成や計算の確かめに生かすこと

ができる。また，乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできるとともに，
簡単な２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えることを通して，乗法九九の理解を深めること
ができる。 

３ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方

 数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

 乗法九九の表を活
用して，進んできまり
を見付けたり，ゲーム
をしたり，身近な問題
に生かしたりしよう
としている。 

 乗法九九の表を観察
して，乗法についての性
質を見いだしている。ま
た，簡単な２位数と１位
数の計算について，乗法
に関して成り立つ性質
を基に考えている。 

乗法に関して成り立
つ性質を用いて，乗法九
九を構成することがで
きる。 

 

 

 

 被乗数，乗数，積の関
係や交換法則を理解し
ている。 

４ 単元について 

 (1) 単元の位置とねらい 

これまでに子供たちは，一つ分の大きさが決まっているときに，その幾つ分かに当たる大きさ

を求める演算が乗法であることを理解し，問題場面を式で表すことができるようになってきてい

る。また，１の段から９の段の乗法九九を構成し，乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増えると

いう性質や２の段と３の段の和が５の段になるというきまりを見付けることができるようになっ

てきている。 

そこで本単元では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」，「数量は，全体と部分で考

える」という「基盤となる見方・考え方」を働かせながら，乗法が用いられる場合についてのき

まりを理解することができるようにする。具体的には，乗法九九の表を構成したり，観察したり
して調べ，帰納的に考えて，被乗数，乗数，積の関係や交換法則など乗法に関して成り立つ性質

や乗法九九の様々なきまりの理解を深めることができるようにする。また，簡単な２位数と１位

数との乗法の計算の仕方を考えることで，乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増えるという性質

や交換法則，分配法則などの乗法に関して成り立つ性質の理解を深めることができるようにする。

さらに，19 人を２人掛けと３人掛けに分ける座席の取り方について乗法九九を活用して考えた

り，楽しくゲームに取り組んだりすることで，身に付けた乗法九九を生活や学習の中で活用した

り乗法のよさに気付いたりすることができるようにする。 

この学習で働かせた「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」，「数量は，全体と部分で考

える」という「基盤となる見方・考え方」は，第３学年において乗法の筆算の仕方や，２位数や

３位数などの乗法の計算の仕方を考える学習につながっていく。 

 (2) 本単元を構成する学習内容と「基盤となる見方・考え方」 

    第２学年「かけ算（１）」         第２学年「かけ算（２）」 

 

 

 

 ある数を，一つ分の大きさが決まってい
るときに，その幾つ分としてみることがで
きる。また，２の段から５の段の乗法九九
を構成し，乗法についての理解を深めるこ
とができる。 

  これまでに見付けてきた乗法に関して成り
立つ性質やきまりに着目しながら，６の段か
ら９の段，１の段の乗法九九を構成し，乗法
についての理解を深めることができる。 

 

 

 

 

 

 

「基盤となる見方・考え方」  

 

 

 

 

   

  
 
第２学年「かけ算（３）」 

 

 

 乗法九九の表の構成を通して，乗法に関して成り立つ性質の理解を深めることができる。ま
た，簡単な２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えることができる。 

   

「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」 

「数量は，全体と部分で考える」 



(3) 子供の実態（調査日 平成 29 年８月 21 日 調査人数 22 人） 

本単元の内容に関わる子供の実態については以下のとおりである。（数字は人数） 

 【調査①】 つぎのけいさんをしましょう。（技能）  

 ア ３＋３＋３(21) イ ６＋６＋６＋６(17) ウ ６＋７＋３(21) エ ５＋２＋５＋３(21)  

【調査②】 次の●は，どんな数のまとまりが見えますか。かこみましょう。（まとまりで見

る見方） 

   ア            イ             ウ 

  

 

 

 

２のまとまり(6) 

６のまとまり(8)  

４のまとまり(1) 

その他   (7) 

 ３のまとまり(12)  

４のまとまり(1)  

６のまとまり(2) 

その他   (7) 

 ４のまとまり(6) 

２のまとまり(4) 

２と６のまとまり(3) 

４と１２のまとまり(9) 

 

【調査③】 １ふくろにあめが２こずつ入っています。３ふくろ 

あります。あめは，ぜんぶで何こあるでしょうか。（知識・理解） 

 式  ２＋２＋２(14)，２×３(3)，その他(5)   答え ６こ(17)  

 

５ 指導に当たって 
(1) 対話を重視した「学び合い」【研究内容１】 

ア 学年や学習内容に応じた対話を重視した「学び合い」の設定 
ペアやグループ，全体での「学び合い」では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える」，

「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・考え方」を働かせて考えを伝え合
うことで，互いの考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

イ 子供同士で考えを広げたり，深めたりするための手立て 
ペアやグループ，全体での「学び合い」では，働かせた「基盤となる見方・考え方」を基に，

ワークシートやノートに色で印をつけたり，ブロックを操作したりする算数的活動を十分に行
い，子供たちが考えた言葉，数，式，図，操作などを関連付けながら話合いを行うことで，考
えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

 (2) 学びの自覚を促し，次につなぐ学習指導の工夫【研究内容２】 
ア 学びの自覚を促す手立て 

導入において，前時までに学習した内容や働かせた「基盤となる見方・考え方」を算数コー
ナーや電子黒板などを使って振り返ることで，既習内容や前時と本時との学習課題の違いを自
覚し，学習問題の焦点化を図ることができるようにする。また，問題解決に向けてどのような
方法や「基盤となる見方・考え方」を働かせればよいかをノートに書いたり発表したりするこ
とで，自分の考えを明確にし，見通しをもって問題解決に取り組むことができるようにする。 

展開において，お互いに質問し合ったり，称賛し合ったりする相互評価活動を取り入れるこ
とで，自分の考えのよさや友達の考えのよさを自覚することができるようにする。 

終末において，板書された「全体」と「部分」，「まとまり」の「幾つ分」などの「基盤と
なる見方・考え方」に着目したキーワードや，「かける数を分ける」，「かけられる数を分け
る」などのキーワードを基に，自分なりのまとめを書く。その際，その根拠を友達に説明した
り，判断の基準となるまとめと自分のまとめを比較したりすることで，自己の学びを自覚する
ことができるようにする。そして，問題を子供たちの身近な数に置き換えたり，生活場面と関
係付けたりした適用問題や発展問題に取り組むことで，本時の学習内容を確認し，学習過程の
よさや課題，新たな課題を自覚することができるようにする。 

また，「学び合い」を通して考えを広げたり深めたりした姿を見取ったとき，「なるほど，
そんな考え方もあるんだね。」や「これまでの学習が生かされているね。」など，教師が積極
的に言葉掛けすることで，自己の学びに自信をもつことができるようにする。 

イ 次につなぐ手立て 

終末において，「かける数は分けられるけど，かけられる数は分けられないのかな。」や「３
人掛けと４人掛けの映画館に行くときは，どのように座ればよいのかな。」など課題提示や言
葉掛けをすることで，次への意欲や問題意識を高めることができるようにする。さらに，次時
での導入では算数コーナーやノートなどで前時の学習を振り返ることで，前時の終末で高まっ
た意欲や問題意識を本時へつなぐことができるようにする。 



過程 主な学習活動 
学習問題 

まとめ 

教師の指導 
◇ＩＣＴ活用 
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１ ４，16，30 はどんな乗
法の答えなのかを考え，
乗法九九の表を完成す
る。 

 
 
 

 ◯ ４，16，30 がどんな乗法かを
話し合うことで，乗法九九の表
の仕組みを理解することができ
るようにする。 

 
 
 

２ 乗法九九の表から，い
ろいろなきまりや特徴
を考える。 

 
 
 
 
 

 ◯ 見付けたきまりをワークシー
トに記入し，分類・整理すること
で，乗法九九のきまりや特徴を
考えることができるようにする。 

３ かけられる数が３（３
の段）の答えと，かける
数が３の答えを比べ，答
えが同じになるわけを
考える。 
・ ３×５＝５×３ 

 ○ ブロックを操作したり，アレ
イ図と式を関連付けたりするこ
とで，被乗数と乗数を入れ替え
ても答えが同じになることに気
付くことができるようにする。 

 
 
 
 
 

４ 乗法に関して成り立
つ性質を使って，３×12
の計算の仕方を考える。 

 
 
 
 
 

 
 

◯ 「基盤となる見方・考え方」を
働かせながら，既習事項を振り返
ることで，乗法に関して成り立つ
性質で解けばよいということに
気付くことができるようにする。 

 
 
 
 
 

５ 分配法則を使って， 
12×３の計算の仕方を
考える。 

10×３＝30 
２×３＝６ 
30＋６＝36 

 ○ 前時の学習を算数コーナーで
振り返り，「全体」と「部分」
で考えればよいことを確認する
ことで，見通しをもって問題解
決に取り組むことができるよう
にする。 

 

６ 19 人で旅行に行くと
きの，座席の取り方を考
え，説明する。（本時） 

 
２×２＝４ 
３×５＝15 
４＋15＝19 

 
 

 ◯ 「全体」と「部分」に着目し
て，アレイ図に線を引いたり囲
んだりすることで，既習の乗法
九九に分けて考えることができ
るようにする。 

７ 「かけ算ゲーム①おは
じきとり」，「かけ算ゲー
ム②かけ算ビンゴ」のル
ールを理解し，ゲームに
取り組む。 

 
 
 
 

 ◇ プレゼンテーションソフトを
使って図を動かしながらゲーム
の内容を提示することで，ルー
ルの理解を深め，意欲的に参加
することができるようにする。 

８ 既習事項の理解を深
める。 
・ 力だめしの問題 

 ○ 九九パズルに取り組むこと
で，乗法について理解を深める
ことができるようにする。 

重点評価項目 

乗法九九の表の仕組みを理解
することができたか。【知・理：ノート，発言】 

乗法九九の表のよさに気付
き，乗法九九の様々なきまりや
特徴を考えることができたか。 
【考え方：ワークシート，発言】 

⑥ １人ぼっちを作らずにす
わるには，全体をどのよう
に分ければよいのかな。 

② 九九ひょうには，どんな
きまりがあるのかな。 

 

 かけ算＋かけ算＝全体に
なるように分けるとよいね。 

 

① 九九ひょうをつくるに
は，どうすればよいのかな。 

 

 同じこたえがむきあって
いるなど，ひょうにはいろ
いろなきまりがあるね。 
 

簡単な１位数と２位数の計算
について，乗法に関して成り立
つ性質を基に考え，説明するこ
とができたか。【考え方：ノート，発言，操作活動】 

⑦ かけ算ビンゴでかつため
には，どうすればよいかな。 

６ 指導・評価計画（全８時間） 

 

⑤ かけられる数が９より大
きいしきの計算は，どうす
ればよいのかな。 

 かくだんのこたえをじゅ
んじょよく書いていくと九
九ひょうができるね。 
 

③ どんなしきもかけられる
数とかける数を入れかえて
もこたえは同じになるのか
な。 

⑧ いろいろな問題にちょう
せんしよう。 

被乗数と乗数に着目して，式
や図を用いて表現し，答えが同
じになるわけを考えることがで
きたか。【考え方：ワークシート，発言】  

 かけられる数を分けて計
算すると，かけ算九九をつ 
かって計算できるね。 
 

④ かける数が９より大きい
しきの計算は，どうすれば
よいのかな。 

 ブロックをたてに見たり
よこに見たりしているから，
かけられる数とかける数を
入れかえてもこたえは同じ
なんだね。 

 16 や 24 など，しきがいく
つもあるかけ算を入れると
ビンゴしやすくなるね。 
 

乗法九九を活用して，ゲーム
に楽しく参加することができた
か。【関・意・態：ワークシート，発言】  

座席の取り方について，既習
の乗法九九を活用して考え，そ
の理由を説明することができた
か。 【考え方：ノート，発言，操作活動】  

 

かけ算のきまりをつかっ
たり，かける数を分けて計
算したりするとかけ算九九
をつかって計算できるね。 
 
 



 



７ 本 時（ ６／８ ） 
(1) 目 標 座席の取り方について，既習の乗法九九を活用して考え，その理由を説明できる。(数学的な考え方) 
(2) 展 開     教師の言葉掛け    子供の反応  ◆ 重点評価項目  ☆ICT 活用上の留意点 

過程 主な学習活動 教師の指導 
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１ 本時の学習課題を知る。 

 

 

 

 

２人掛けに一組座ると，どうなるかな。 

・ のこりが17人だから，１人足りないな。 

・ ２人掛けの人数を増やさないといけないね。 

・ 全体の19人をどのように分けると１人ぼっちを作

らずに座ることができるかな。 

２ 学習問題を確認する。 

  １人ぼっちを作らずにすわるには，全体をどのよう

に分ければよいのかな。 

３ 課題解決の見通しをもつ。 

 ・ ２の段と３の段を使えばできそうだね。 

 ・ 片方の座席を先に決めると，もう一方の数が決ま

るな。 

４ 課題解決に取り組む。 

 

 

 

 

５ ペアやグループでの「学び合い」を行う。 

 ・ ぼくは，２×５＋３×３（＝19）に分けたよ。 

 ・ ぼくも，同じだったよ。 

 ・ 私は，２×８＋３×１（＝19）になったよ。 

６ 全体での「学び合い」を行う。 

  ５×３＋２×２という分け方もあるよ。５の段を 

使っているけど，本当にできるのかな。 

 ・ 図でかくと，右のようになるね。 

・ ５×３は，２×３＋３×３にな

るから，２人掛けと３人掛けの座

席を合わせて考えているんだね。 

 ・ この分け方は，５×３＝15，２×２＝４，15＋４

＝19だから，全体が19になるように，分けているん

だね。 

 ・ 分け方はいろいろあるけど，かけ算＋かけ算＝全

体（19）になるように分けることが大事なんだね。 

７ 本時の学習についてまとめる。 

 かけ算＋かけ算＝全体になるように分けるとよいね。 

８ 適用問題に挑戦する。 

  学級の人数（24名）で，３人掛けと４人掛けの映画

館に行ったら，どんな座り方ができるかな。 

 ・ 全体が24になるようにするには，７×３＋３×１

をすればいいね。21＋３で24になるね。 

 ・ ３×４＋４×３でも24になるよね。 

９ 本時の学習について振り返る。 

  今日の考え方は，他にどんなときに使えそうかな。 

 ・ 飛行機やバスの座席でも使えそうだよ。 

 ・ 身の回りにかけ算っていっぱいあるんだね。 

☆ プレゼンテーションソフトのアニメーショ

ン機能を使って学習課題を提示することで，本

時の学習課題を明確につかむことができるよ

うにする。 

○ 「２人掛けに一組座ると，どうなるかな。」

と問い掛け，試行することで，問題解決の方法

の見通しをもつことができるようにする。 

○ 前時までの学習を算数コーナーなどで振り

返ることで，「数量は，全体と部分で考える」

という「基盤となる見方・考え方」を働かせて

考えればよいことに気付くことができるよう

にする。 

○ ペアやグループで「学び合い」を行う際は，

図や式に「全体」（赤）や「部分」（青，緑）の

色をつけることで，友達に分かりやすく説明で

きるようにする。そうすることで，友達と自分

の考えを比較したり関連付けたりしながら「学

び合い」を行い，自分の考えを強固，付加，修

正することができるようにする。 

✩ 書画カメラを活用して図を指し示ながら説

明することで，子供の考えを可視化し，全体で

共有することができるようにする。 

○ 全体での「学び合い」において，子供たちの

考えを「全体」と「部分」に着目して関連付け

ながら「学び合い」をすることで，互いの考え

のよさを自覚することができるようにする。 

○ 「５の段を使っているけど，本当にできるの

かな。」と問い掛け，分配法則において，分け

方を変えると様々な乗法九九が使えることを

話し合うことで，乗法の理解を深めることがで

きるようにする。 

◆ 座席の取り方について，既習の乗法九九を活

用して考え，その理由を説明できたか。 

【数学的な考え方】：ノート，発言，操作活動 

○ キーワード「かけ算＋かけ算＝全体」を使っ

てまとめるようにする。その後，その根拠を友

達に説明したり，自分のまとめと全体で共有し

たまとめを比較したりすることで，自己の学び

を自覚することができるようにする。 

○ 「学級の人数（24人）で，３人掛けと４人掛

けの映画館に行ったら，どんな座り方ができる

かな。」という適用問題に取り組むことで，自

己の学びを自覚することができるようにする。 

○ 「今日の考え方は，他にどんなときに使えそ

うかな。」と問い掛け，飛行機やバスの座席を

提示し，身の回りにある座席の取り方について

話し合うことで，実生活につなぐことができる

ようにする。 

 

19人でりょこうに行きます。ざせ
きは２人がけと３人がけをつかい
ます。となりのせきがあかないよう
にすわるには，どうすればいいでし
ょうか。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ２×５＝10 
          ３×３＝９ 
     10＋９＝19 

     ２×８＝16 
          ３×１＝３ 
     16＋３＝19 



 



第２学年「かけ算（３）」本時（６／８）における「学び合い」想定シート 

「学び合い」の目的 

19 人が１人ぼっちになることなく座るために，「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・

考え方」を働かせて「学び合い」を行うことで，自分の考えを広げたり深めたりするため 

「学び合い」の方法 

形 態 ペア・グループ→全体 思考を可視化する手立て ワークシート，ノート，書画カメラ 

「学び合い」で期待される子供の姿 

強 固 
「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・考え方」を働かせて説明し合うこ

とで，自分の考えを確かなものとして捉え，自分の考えに自信をもつことができる。 

付 加 
「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・考え方」を働かせて説明し合うこ

とで，自分の考えに友達の考えのよさを付け加えることができる。 

修 正 
「数量は，全体と部分で考える」という「基盤となる見方・考え方」を働かせて説明し合うこ

とで，自分の考えと友達の考えを比較し，修正することができる。 

「学び合い」の手順 

ペ ア 

グループ 

１ 19 人が１人ぼっちにならないように座るための方法について，自分の考えを図を指し示し

ながら説明し合う。 

２ 「全体」と「部分」について話し合う。 

全 体 

１ ワークシートを使って，自分の考えを根拠をもって説明する。 

２ ２の段と３の段だけでなく，５の段を使っても考えられることについて話し合う。 

３ 「全体」と「部分」を視点に，子供同士の考えを比較したり関連付けたりする。 

形態 「学び合い」の想定 働かせたい見方・考え方 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ５×３＝15 
          ２×２＝４ 
     15＋４＝19 

その分け方でもいいね。全体が 19 になるように，２の

段と３の段を組み合わせればいいね。 

 

どのように全体を分けたのか，自分の考えを伝えよう。 

わたしも，同じだったよ。２×５＝10 が青の部分で，

３×３＝９が，緑の部分だね。全体は，19 になるよね。 

５×３＋２×２という分け方もあるよ。５の段を使って

いるけど，本当にできるのかな。 

。 

 ぼくは，２×５＋３×３（＝19）に分けたよ。 

ぼくは，２×８＋３×１＝19 で分けたよ。16＋３でも

全体が 19 になるよね。 

全
体
で
の
「
学
び
合
い
」 

図でかくと，このように

（左図のように）なるね。 

 

図の中に，５×３と２×２が見えるかな。 

５×３＝15 と２×２＝４を足して，19 になるから座れ

そうだね。 

 

５×３は，２×３＋３×３に
なるから，２人掛けと３人掛け
の座席を合わせているんだね。 

 
この分け方は，２の段と３の段を足して５の段にしてるん

だね。かけ算のきまりを使って考えているんだね。 

分け方はいろいろあるけど，かけ算＋かけ算＝全体（19）

になるように分けることが大事なんだね。 

 

「基盤となる見方・考え方」 

「全体」と「部分」 

「基盤となる見方・考え方」 

「全体」と「部分」 

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
「
学
び
合
い
」 

     ２×５＝10 
          ３×３＝９ 
     10＋９＝19 

     ２×８＝16 
          ３×１＝３ 
     16＋３＝19 



 


